
１　歳入の確保（Ａ）
自律性の高い財政運営 （単位：千円）

取組事項
推進項目

金額

5,086

71

2,500

1,800

3,000

合　　　　　計 5 件 12,457

２　歳出の抑制（Ｂ）
横断的かつ迅速に対応できる組織・執行体制の確立 （単位：千円）

取組事項
推進項目

金額

定員管理の適正化
　定員適正化計画の見直し

26,304

小　　　　　計 1 件 26,304

自律性の高い財政運営 （単位：千円）

取組事項
推進項目

金額

4,940

39,152

215

小　　　　　計 3 件 44,307

平成26年度行政改革の主な取組みについて（予算反映分）

説　　　　　　　　　　明

税収入等の財源の確保
　自主財源確保策の検討・導入

・自動販売機等設置使用料
（市が所有する施設（公共施設）に自動販売機等を設置することにつ
いて、競争入札を実施し、設置事業者から使用料を徴収する。）

・土地建物貸付収入（町会会館敷地貸付料）
（市有地（普通財産）を町会会館の敷地として使用している町会から
土地貸付料を徴収する）

税収入等の財源の確保
　国・都の補助金等の有効な活用

・都市農業経営パワーアップ事業補助金
（営農意欲が高い農業者によるハウスなどの農業施設整備への補助事
業に際し、事業費のうち都補助金1/2を活用する。）

・環境保全促進助成事業助成金
（環境保全フォーラムの開催にあたり、自治総合センター助成金を活
用する。）

・コミュニティ助成事業助成金（共生の地域づくり事業）
（公民館調理室調理台等改良工事にあたり、障害者等に配慮した設備
とすることで、自治総合センターの助成金を活用する。）

説　　　　　　　　　　明

・職員数の削減（376人→372人）※当初予算での比較

説　　　　　　　　　　明

給与の適正化
　給与・退職金水準の適正化

・マイナス給与改定（給与改定△0.19％）

・退職手当負担率の改定（200/1000→155/1000）

・55歳昇給抑制（対象者７人）
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効果・効率的な事務事業の実施 （単位：千円）

取組事項
推進項目

金額

1,008

976

2,739

300

6,535

1,935

小　　　　　計 6 件 13,493

合　　　　　計 10 件 84,104

平成２６年度予算反映分 （Ａ）　＋　（Ｂ）　＝　15 件 96,561

３　その他の主な取組み
自律性の高い財政運営

取組事項
推進項目

税収入等の財源の確保
　市税等収納率向上対策

効果・効率的な事務事業の実施

取組事項
推進項目

説　　　　　　　　　　明

事務事業の見直し
　事務事業の見直し

・動画編集等委託事業の廃止
（市の魅力発信に資するための動画編集等について、これに係る職員
の技術力が向上したため業務委託を廃止とする。）

・廃棄物減量監視事業の見直し
（ごみ有料化後10年が経過し、一定の効果が得られたことから、西多
摩衛生組合での事業所から排出された廃棄物の監視のみの委託とす
る。）

・発泡スチロールトレイ選別委託の廃止
（ごみの収集体制の見直しにより、発泡スチロールトレイが戸別回収
となることから廃止とする。）

・市民活動団体事業支援補助金の廃止
（市民活動団体の自立化という本支援事業の一定の目的を達成できた
ため廃止とする。）

・敬老金支給事業の見直し
（各支給対象者の敬老金の支給額を引き下げ、併せて支給対象者の見
直し等も実施する。）

・中学校昼食献立の見直し
（栄養バランスの見直しを実施し、献立数を５種類から３種類とし
た。）

説　　　　　　　　　　明

・市税等収納代行業務（コンビニ収納）の取扱場所の追加
（平成26年度より市税等コンビニ収納取扱店舗の拡大を実施し、納税者の更なる利便
性の向上を図る。）

説　　　　　　　　　　明

行政サービスの向上
　行政サービスの向上

・非婚のひとり親家庭への寡婦（寡夫）控除のみなし適用
（保育料、学童クラブ育成料、市営住宅使用料等の算定に当たり、非婚のひとり親を
対象に、寡婦（寡夫）控除のみなし適用を実施する。）

・福祉バス運行事業の見直し
（運行コースの一部見直しとバス停留所の位置変更等を実施し、運行時間の遅延の解
消と利用者の利便性の向上を図る。）

・乳がん・子宮頸がん検診の受診機会の拡大
（これまでの市内医療機関における平日検診に加えて、３月の女性の健康週間内の日
曜日に保健センターで検診車による集団検診を実施することで、受診機会の拡大を図
る。）

・子ども体験塾「子ども　ひこうき展－つくってみよう！飛んでみよう！
－」（青梅市・福生市・羽村市）
（連携市の子ども達を対象に、講演会や体験事業を通して、科学や飛行機開発などに
関しての興味、技術力やものづくりへの関心を持つ機会を提供する。）

・新都市連絡協議会におけるスポーツ交流事業（守山市・福生市・登別市）
（構成市の子ども達の間でスポーツ交流を図ることで、３市の連携をより一層強化
し、またジュニア育成の一環としてのスポーツ体験の機会を提供する。）
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